
プラトン勉強会（2007/9/19） 
 

中央大学商学部 根本忠宣 
 
補足：中長期に想定される状況と政策課題 
 
＜想定される問題＞ 
世代交代が完了するまでの過渡期 

 ・世代間対立 
 ・コストの温存 
 
＜政策＞ 
 社会保障費増大への対応 
  ・財政出動と歳入確保のための政府コミットメントの提示 
  ・「自助、共助、公助」バランスの検討（アソシエーションの可能性） 
  
世代交代の円滑化 

  ・個々人が将来ビジョンを描けるようなインセンティブの付与 
  ・事業承継を有効に生かす政策の提示 
    →商店街の所有と経営の分離を促進するための税優遇政策、制度融資、個人創業

者の育成、経営指導など 
  
格差問題への対応 

  ・格差の所在と原因に応じた多段階な対応策の提示（事前的支援と事後的支援の区別） 
    機会均等原則→能力発揮のための支援 
    最低生活保障原則→所得再分配政策に基づく保障 
  ・国際間競争を見据えた首都圏開発戦略 
  
 ◎格差是正を巡る３つの方向性 
  ①事前的介入（資産課税の強化）による競争条件の公平化と市場主義の徹底 

（事後的介入は最小限に止める） 
  ②市場主義の徹底と所得再分配政策の強化（事後的介入の強化） 
  ③アソシエーション（協同組織）型社会の形成（市場主義の抑制）  
   ⇒ナショナルな方向性とするのか、分権化によってローカルに選択するのか？ 
 

以 上 


